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研究者のためのSciVal活用方法

～共同研究先を検討する～



2

ご紹介する内容

1. なぜ共同研究が重要か？

2. 共同研究とインパクトの関係について

3. 自身の研究トピックを分析し、共同研究先を検討する方法

4. 新たな研究テーマ（共同研究、産学連携）を検討する方法

5. 産学共著論文の傾向を知り、共同研究を検討する方法
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１．なぜ共同研究が重要か？
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• 共同研究により優れた研究成果が生まれること期待

• 相互の長所を生かした密度の高い研究が生まれる可能性

• 新しい独創的な研究を期待できる

• 共通の課題を異なる視点から協力して解決に導ける可能

• 学際研究、融合研究の促進により新しい発見が期待できる

• 国際共著、自治体、企業との連携が期待できる

• インパクトが高い研究になる可能性がある

• 助成金の獲得が期待できる

なぜ共同研究が重要か？
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２．共同研究とインパクトの関係について
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国際共著論文とFWCIの関係

• 国際共著論文：他の国の研究者との共著（共同研究）による論文
• 国際共著率： 全論文数に占める国際共著論文の比率
• 一般に、国際共著率が高いほど、インパクトも高くなる傾向が見られる

Japan

データソース: SciVal（Scopusデータ 2020.5.13）

※2014-2019年
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共同研究とインパクトの関係について

• 国際共著論文はインパクトが高くなる傾向が見られる
• 産学共著論文はインパクトが高い傾向が見られる
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３．自身の研究トピックを分析し、共同研究先を検討する方法

- 研究内容の勢いや注目度をトピックで分析する
- 自身の研究トピックが、どのような企業と共同研
究が行われているかを知りヒントにする

研究トピックを調べ分析する
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補足説明資料：トピックとは？

• Scopusの文献を引用関係に基づいて分類し、約96,000のTopics（トピック）を定義

− 引用関係が強いトピックを統合した約1,500のTopic Clusters（トピッククラスタ）も定義

• 直近の文献の被引用数、Scopus表示回数、掲載ジャーナルのCiteScore* に基づいて、
トピックの注目度、勢いを示すProminenceという指標を定義

− Prominenceは助成金と相関関係があり、助成金が付きやすい研究領域の特定に役立つ

− 最も高いProminenceパーセンタイルは100

Topic Prominenceの解説論文: T Klavans, R., & Boyack, K. W. (2017). Research portfolio analysis and topic prominence. Journal of Informetrics, 11(4), 1158-1174. doi:10.1016/j.joi.2017.10.002

Prominenceと米国の助成金の関係

X軸はトピックのProminenceパーセンタイル、Y軸は著者一人あたりの助成金額、
〇のサイズはトピックあたりの著者数

Topicsの作成方法

〇は論文、↓ は引用関係

Topic 1                 Topic 2           Topic 3  

* 直近の文献の被引用数、Scopus表示回数、

掲載ジャーナルのCiteScoreとは？

-出版年2018と2019の文献が2019年に
引用された回数

-出版年2018と2019の文献が2019年に
Scopusで表示された回数

- CiteScore 2019の平均



10

研究トピックを調べ分析する
• ④分析したい期間を選択、⑥ Topicsを選択し、⑧自身のトピック一覧が表示

• ⑨ トピックを分析（次ページ）

①

②
④

• 自身が分類されるト
ピックを知り、注目
度や勢いを示す
Prominence を確
認することが可能

⑥

③

⑦

⑧
⑨

⑤
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研究トピックを調べ分析する
• 前ページ⑨をクリックすることで、① Trendsモジュールに移動する

• ⑤研究のパフォーマンスを分析、⑥本トピックのキーフレーズと代表的な論文を確認可能

①

②
④

• トピックの論文数が
伸びていること、
FWCIが下がってい
ることがわかる。

• 国際共著は伸びて
いる。

• Prominence より注
目度が高い研究で
あることがわかる。

③

⑥

⑤
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研究トピックを調べ分析する
• ① トピックのキーフレーズを確認

• ② トピックの代表的な論文を確認（被引用数順）

① ②

自分自身のPublication セットで確認したキーフレーズと比較検討することで、
現在伸びているキーワードを知り、旬なキーワードを検討することも可能（次
ページ参考）
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【参考資料】文献セットを作ってキーワードを分析する

①

④

• ③パネルに追加されたPublicationセットを選択
• ⑤主要なキーフレーズ 緑文字は増加傾向、青文字は減少傾向、フォントが大きいキーフレーズは関連度が高い

• 注目する論文の特
徴となるキーワード
を分析し、自らの研
究に活かす

②

③

⑤

主要なキーフレーズ
・ 緑文字は増加傾向、青文字は減少傾向
・ フォントが大きいキーフレーズは関連度が高い
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トピックから共同研究先を分析する
• ④ Institutionsを選択し、共同研究先機関を検討

• ⑤ Authorsを選択し、共同研究先研究者を検討

①

②

④

③

⑤

• 注目するトピックを
分析し、共同研究
先を検討（論文数も
しくはFWCI等）する
ことが可能
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トピックから企業との共同研究先を分析する
• ⑤ Corporateを選択することで自身のトピックと企業との共同研究論文を検索可能

④

①

②
③

• 一部の企業のみ分
析可能であるが、企
業の傾向をつかむ
には有効かもしれ
ない

⑤
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４．新たな研究テーマ（横断型研究）を検討する方法

- それぞれの研究者のキーワードを掛け合わせ共同研究の可能性
を考える（横断型、産学共同のヒントにする）

共同研究テーマを考える



17

共同研究テーマを考える
• 例）研究者のキーワードを掛け合わせ可能性のある研究テーマをトピックから参考にする

• ④ Topicを検索し右パネルへ追加

①

②

③

④

⑥

⑤
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共同研究テーマを考える
• 期間、分野や組織での絞り込みも可能

• ①過去5年間で絞り込み、③文献セット名を記入

①

②

③

④
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共同研究テーマを考える
• ③作成したResearch Areaを選択、④ここではIPS Cell Computer

• ⑥ Topicsを一次スクリーニングとする

④

⑤

①

⑥

②

③

⑦

• トピックと論文を分
析する。可能性の
ある共同研究内容
のヒントとする

• 研究の注目度や勢
いを示す
Prominence に注
目する

• それぞれのトピック
の代表的な論文を
チェックする

• 横断型研究、未知
な研究へチャレンジ
する場合等に応用
可能
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５．産学共著論文の傾向を知り、共同研究を検討する

- 大学と企業の共同研究を分析し、産学共同研究の可能性を探り
ヒントにする

産学共著論文を分析する
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産学共著論文を分析する
• ⑥関係する分野を選択する、⑦ここではComputer Scienceを選択

• ⑧関連する論文数をクリックし、Publicationセットを作成

⑤

④

①

②

③

⑥

⑦
⑧
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産学共著論文を分析する
• ⑥大学と企業の共著論文をトピック分析可能

④

①

②

③

⑥

⑤

• どのようなトピック
が共著論文として
多いのか？勢いが
あり、注目されてい
る内容の論文はど
ういった内容か？を
知るためのヒント
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